
九

世

紀

を

中

心

と

し

た

フ
ラ
ン
ス
漁
民
の
新
大
陸
タ
ラ
通
漁

一九世紀を中心としたフランス漁民の新大陸タラ通沸

正

彦

島

田

め

lef， 

じ

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
漁
民
の
新
大
陸
タ
ラ
通
漁
は
一
六
世
紀
以
前
に
始
ま
り
、
今
世
紀
に
及
ぶ
長
い
歴
史
を
も
っ
。
こ
の
間
、
西
部
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
か
ら
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
に
い
た
る
大
西
洋
岸
の
各
地
か
ら
、
多
数
の
漁
民
が
こ
れ
に
関
与
し
て
き
た
。
彼
ら
の
中
に
は
新
大
陸

に
定
住
す
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
春
母
港
を
出
て
夏
中
ニ
ュ

l
フ
ァ
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
近
海
に
操
業
し
、
秋
に
は
塩
干
タ
ラ
を
積
ん
で
母
港

に
帰
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

そ
の
大
要
に
つ
い
て
は
別
に
発
表
し
た
の
で
(
l
)

、

」
こ
で
は
重
複
を
さ
け
て
フ
ラ
ン
ス
漁
民
の
通
漁
の
歴

史
と
そ
の
背
景
を
簡
単
に
た
ど
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
九
世
紀
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
漁
民
の
通
漁
の
明
確
な
位
置
づ
け
を
行
な
い
た
い
。

遠
洋
漁
業
の
唱
矢
と
も
い
う
べ
き
こ
の
通
漁
の
本
来
の
動
機
は
旧
教
諸
国
の
タ
ラ
需
要
に
あ
っ
た
。
タ
ラ
の
淡
白
な
味
は
自
在
な
調
味

に
よ
く
適
合
し
て
早
く
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
噌
好
に
投
じ
た
の
み
で
な
く
、
脂
肪
分
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
か
ら
保
存
食
品
と
し
て
も

レ
ン
ト
祭
そ
の
他
の
グ
肉
無
し
日
d

に
重
用
さ
れ
た
ほ
か
、
長
期
の
渡
洋
航
海
者
の
食
料
と
し
て
も
重
要
で
あ
っ
た
。
伝
統
的
な
旧
教
国

'61 

と
し
て
国
内
に
大
市
場
を
も
っ
た
フ
ラ
ン
ス
漁
民
は
、
通
漁
史
の
初
期
か
ら
一
貫
し
て
最
も
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
続
け
た
。
ブ
ル
タ
l
ニ
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ュ
、
バ
ス
ク
地
方
の
漁
民
は
新
大
陸
タ
ラ
漁
場
の
開
拓
に
貢
献
し
、

一
六
世
紀
中
葉
か
ら
一
七
世
紀
中
葉
に
は
ア
カ
デ
ィ
ア
か
ら
ラ
ブ
-
フ

ド
ル
に
わ
た
る
広
い
地
域
に
出
漁
し
て
、
早
期
の
通
漁
繁
栄
期
を
出
現
さ
せ
る
原
動
力
と
な
っ
た
。
次
の
一
世
紀
は
対
イ
ギ
リ
ス
植
民
地

抗
争
期
で
あ
り
、

フ
ラ
ン
ス
は
ま
ず
ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
に
よ
っ
て
ア
カ
デ
ィ
ァ
、

一ュ

l
フ
ァ
ウ
ン
ラ
ド
ン
ド
を
失
な
い
、

カ
ッ
プ
ブ
ル

ト
ン
と
サ
ン
ジ
ャ
ン
島
を
足
場
に
植
民
地
体
制
の
再
建
を
図
っ
た
が
、

一
七
六
三
年
パ
リ
条
約
に
よ
っ
て
サ
ン
ピ
ェ

l
ル
H
ミ
ク
ロ
ン
を

残
し
て
新
大
陸
の
領
土
す
べ
て
を
失
な
っ
た
。
こ
の
後
退
の
後
も
フ
ラ
ン
ス
漁
民
は
ニ
ュ

l
フ
ァ
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
北
岸
、
西
岸
に
漁
業
権

を
認
め
ら
れ
、
こ
の
通
漁
を
有
能
な
水
夫
の
修
練
の
場
と
捉
え
て
き
た
政
府
の
強
力
な
保
護
策
の
下
に
、

フ
ラ
ン
ス
漁
民
の
通
漁
は
な
お

継
続
さ
れ
た
o

司
日
ロ
ロ
「

ω
7
0
2
の
名
で
知
ら
れ
た
こ
の
権
利
は
フ
ラ
ン
ス
漁
民
の
漁
場
開
拓
の
実
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今

日
の
い
わ
ゆ
る
歴
史
的
漁
業
権
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

H
J
g
n
r
ω
r
o
z
で
は
沿
海
に
お
け
る
漁
掛
と
、
前
進
根
拠
地
と
し
て
の
入
江
利
用
、

お
よ
び
沿
岸
の
木
材
、
水
の
使
用
が
許
さ
れ
た

が
、
そ
こ
で
の
越
冬
は
一
切
認
め
ら
れ
ず
、

一
O
月
末
に
は
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
は
ニ
ュ

l
フ
プ
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
を
立
ち
去
ら
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
(
2
3

」
れ
が
以
後
フ
ラ
ン
ス
漁
民
が
専
ら
、

通
漁
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
原
因
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

ま
た
唯
一
の
足
場
と
し
て
サ
ン
ピ
ェ

I
ル
H

ミ
ク
ロ
ン
は
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
す
こ
と
と
な
る
。

一
九
世
紀
に
ニ
ュ

l
フ
ァ
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
の
開
拓
が
進
む
と
、

フ
ラ
ン
ス
通
漁
民
と
イ
ギ
リ
ス
植
民
者
の
聞
に
圧
乳
が
生
じ
、

フ
-
フ
ン

ス
漁
民
は
し
だ
い
に
権
利
を
奪
わ
れ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
環
境
条
件
の
中
に
あ
っ
て
、

一
九
世
紀
は
フ
ラ
ン
ス
漁
民
に
と
っ
て
タ
ラ
通

漁
の
第
二
の
、
そ
し
て
最
大
の
繁
栄
期
を
現
出
す
る
。
そ
れ
は
圏
内
並
び
に
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
レ
パ
ン
ト
の
広
大
な
市
場
需
要
と
、
後
述

す
る
政
府
の
積
極
的
な
保
護
奨
励
策
の
結
果
で
も
あ
る
が
、

フ
ラ
ン
ス
漁
民
も
ま
た
漁
季
中
洋
上
で
仮
泊
し
て
操
業
を
続
行
す
る
こ
と
の

可
能
な

E
唱
え

no仏
3

製
法
を
発
展
さ
せ
、

a
h

ゲ己
gd司

u
u

と
よ
ば
れ
る
延
縄
漁
法
の
導
入
に
よ
っ
て
大
量
漁
獲
を
実
現
さ
せ
た
こ
と
も
与



っ
て
い
る
。

一
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
通
漁
船
は
新
大
陸
タ
ラ
通
漁
の
一
極
致
を
技
術
的
に
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
漁
法
が
ト
ロ

ー
ル
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
と
き
、
通
漁
は
そ
の
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

一、

一
九
世
紀
初
期
の
フ
ラ
ン
ス
の
遇
漁

ー九世紀を中心としたフランス漁民の新大陸タラ通漁

一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
め
に
か
け
て
、

フ
ラ
ン
ス
の
新
大
陸
タ
ラ
通
漁
は
極
度
の
不
振
に
陥
っ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命

以
来
、
戦
乱
と
植
民
地
諸
州
の
タ
ラ
漁
業
・
貿
易
へ
の
進
出
は
フ
ラ
ン
ス
の
通
漁
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
、

一
七
八
五
年
の
奨
励
金
に
よ

る
事
実
上
の
圏
内
独
占
市
場
の
創
立
に
も
拘
ら
ず
、
通
漁
は
そ
の
頚
勢
を
挽
回
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
大
革
命
と
そ
れ
に
引
続
い

一
七
九
三
年
1
一
八

O
一
年
に
は
通
漁
は
ほ
ぼ
社
絶
の
状
態
で
あ
っ
た
す
)
O

た
戦
乱
は
こ
れ
に
追
打
ち
を
か
け
る
結
果
と
な
り
、

ァ、〉、

ア
ン
の
和
約
に
よ
り
一
時
的
平
和
が
回
復
し
た
一
八

O
二
年
は
グ
ラ
ン
ヴ
ィ

l
ュ
、
サ
ン
マ
ロ
な
ど
か
ら
三
三
隻
の
通
漁
船
が
ニ
ュ

l
フ

ア
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
に
出
漁
し
た
が
、
そ
の
数
は
一
七
八
六
年
の
八
六
隻
に
比
べ
て
も
少
な
く
、

一
七
七

O
年
頃
の
四

O
O隻
以
上
と
は
隔

た
る
こ
と
実
に
大
き
い
す
)
O

一
八
一
六
年
、

フ
ラ
ン
ス
は
タ
ラ
通
漁
回
復
の
た
め
に
強
力
な
奨
励
金
政
策
を
採
用
し
た
。
そ
れ
は
周
年
と
以
後
の
三
年
間
に
サ
ン
ピ

エ
ー
ル
U

ミ
ク
ロ
ン
と
ニ
ュ

1
フ
ァ
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
沿
岸
に
出
漁
す
る
漁
船
乗
組
員
一
人
に
つ
き
五

0
フ
ラ
ン
、
グ
ラ
ン
ド
パ
ン
ク
に
出

漁
す
る
漁
船
員
一
人
に
つ
き
一
五
フ
ラ
ン
が
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

フ
ラ
ン
ス
船
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
領
植
民
地
へ
の
干
タ
ラ
輸
出
に

は
一
キ
ン
タ
ル
に
つ
き
二
四
フ
ラ
ン
、

フ
ラ
ン
ス
語
港
か
ら
地
中
海
地
方
へ
の
輸
出
は
船
籍
を
問
わ
ず
一
キ
ン
タ
ル
に
つ
き
一
一
一
フ
ラ
ン

な
ど
の
輸
出
奨
励
金
も
与
え
ら
れ
た
官
)
O

一
方
圏
内
市
場
は
一
七
九
一
年
に
輸
入
タ
ラ
一

0
0キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
四
四
フ
ラ
ン
、

63 

八
一
四
年
に
同
四

0
フ
ラ
ン
の
関
税
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
た
。
出
漁
・
輸
出
奨
励
金
は
一
八
一
八
年
、
二
二
年
、
三
二
年
と
手
直
し
に
よ
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タラ海岸

cJ: 

っ
て
増
額
さ
れ
、
奨
励
金
の
支
出
総
額
は
一
八
一
七
年
の
三
六

-
五
万
フ
ラ
ン
か
ら
二
九
年
の
四
四

O
万
フ
ラ
ン
に
増
大
し

た
。
こ
の
間
漁
獲
・
加
工
の
費
用
は
ほ
と
ん
ど
変
っ
て
い
な
い

と
推
定
さ
れ
、
徹
底
し
た
保
護
奨
励
策
と
そ
の
効
果
が
想
像
さ

19世紀における新大陸通漁船の母港

れ
よ
う
。
こ
の
強
力
な
支
援
の
結
果
、

一
八
三

0
年
代
に
は
フ

ラ
ン
ス
の
通
漁
船
は
三

I
四
O
O隻
、
約
五
万
ト
ン
に
達
し
、

そ
の
従
事
者
数
は
一
・
二
万
人
に
上
っ
た
。
当
時
の
年
平
均
干

タ
ラ
製
造
高
は
約
二
四
・
五
万
キ
ン
タ
ル
で
あ
り
、
う
ち

七
万
キ
ン
タ
ル
は
フ
ラ
ン
ス
領
西
イ
ン
ド
へ
、

一
・
七
万
キ
ン

タ
ル
は
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
イ
タ
リ
ア
へ
輸
出
さ
れ

拘

-
o
hムー一品川、

手
r

チ
J

ふ
イ

フ
ラ
ン
ス
は
一
六
万
キ
ン
タ
ル
を
移
入
し
、
そ
の

う
ち
二
・
九
万
キ
ン
タ
ル
を
地
中
海
諸
国
へ
再
輸
出
し
て
い

第 1図

る
(
6〉
O

パ
リ
条
約
に
よ
る
新
大
陸
か
ら
の
全
面
後
退
以
来
、

フ
-
フ
ン

ス
漁
船
の
通
漁
先
は
ニ
ュ

1
フ
ア
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
の

p
g
n
r

ωr
。E
と
グ
ラ
ン
ド
パ
ン
ク
が
主
た
る
も
の
と
な
っ
た
。

明
日
ロ
ロ
『

ωr。
2
(の
者
冊
目
・
ト
『
。

}
g
l
n唱
。
剛
山
間
吋
聞
の
北
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岸
お
よ
び
西
岸
)

で
は
Z
H
)
2
X
ロO
吋
仏
3

と
よ
ば
れ
た
北
岸
が
こ
の
当
時
ま
で
は
重
要
漁
場
で
あ
り
、

西
岸
の
開
拓
は
更
に
遅
れ
た
。

偏

在
す
る
位
置
と
タ
ラ
の
乾
燥
を
妨
げ
る
海
霧
の
多
発
、
餌
料
不
足
な
ど
が
そ
の
原
因
で
あ
る

o
d
m号

B
E
3
へ
の
通
漁
は
サ
ン
マ
ロ

と
グ
ラ
ン
ヴ
ィ

l
ユ
の
船
が
最
も
多
く
、
こ
れ
は
両
港
と
も
一
六
世
紀
以
来
こ
の
地
方
の
漁
場
開
発
に
多
年
の
努
力
を
注
入
し
て
き
た
結

果
で
あ
る
(
7
3

サ
ン
ブ
リ
ュ

l
・
ピ
ニ
・
パ
ン
パ
ル
・
ダ
ン
ケ
ル
ク
な
ど
の
港
か
ら
も
通
漁
船
が
出
た
が
、

そ
の
数
は
前
記
両
港
と
は

比
較
に
な
ら
な
い
。
通
漁
船
が
入
っ
た
入
江
は
カ
ー
ボ
ン
・
サ
ン
ル
ネ
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ

I
・
サ
ン
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
ク
ロ
・
カ
ッ
プ
ル
ー

ジ
ュ
・
コ
ン
チ
ェ
湾
・
オ
レ
ン
ジ
湾
・
フ
ル

l
ル
ド
ゥ
リ
・
パ
ケ
湾
な
ど
が
主
要
な
も
の
で
あ
る
(
第
1
・
2
図
参
照
)
。
な
か
で
も
コ

ン
チ
ェ
湾
付
近
は
好
漁
場
を
前
面
に
控
え
て
訪
れ
る
通
漁
船
が
多
く
、

ク
ロ
は
近
接
容
易
な
入
江
と
し
て
通
漁
船
の
会
合
点
に
利
用
さ
れ

た
。
な
お
、
大
革
命
以
前
に
も
イ
ス
ラ
ン
ズ
湾
に
操
業
す
る
漁
船
は
乗
組
員
一
人
に
つ
き
七
五
リ
I
ヴ
ル
の
特
別
の
奨
励
金
を
与
え
ら
れ

て
お
り
、
西
岸
の
未
開
発
を
物
語
っ
て
い
る
o

前
進
根
拠
地
と
な
る
こ
れ
ら
の
入
江
に
は
毎
年
初
夏
に
何
隻
か
の
通
漁
船
が
入
泊
し
た
。
磯
に
は
長
さ
一

O
O
フ
ィ
ー
ト
×
幅
五

O
フ

ィ
l
ト
程
の
木
製
魚
干
棚
と
油
桶
が
準
備
さ
れ
、
タ
ラ
の
解
体
塩
蔵
の
た
め
の
作
業
小
屋
・
漁
夫
の
居
住
小
屋
が
建
っ
て
い
た
。
通
常
一

隻
の
通
漁
船
が
こ
れ
ら
の
一
組
を
使
用
し
、
各
入
江
は
付
近
の
漁
場
の
豊
沃
度
と
利
用
で
き
る
磯
の
広
さ
、
水
の
量
な
ど
に
よ
っ
て
ほ
ぼ

通
漁
船
収
容
能
力
が
決
っ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
通
漁
船
は
司

2
5
F
ω
Z
Z
内
の
ど
こ
に
で
も
自
由
に
操
業
で
き
た
の
で
は
な
く
二
八

一
五
年
以
来
こ
の
通
漁
に
権
益
を
も
っ
政
府
公
認
の
商
人
達
に
よ
っ
て
細
目
ま
で
統
制
さ
れ
て
お
り
、
各
入
江
は
一
級
(
一
四
二
ト
ン
以

上
)
、
ま
た
は
二
級
(
九

0
ト
ン

1
一
四
二
ト
ン
)
、

二
級
(
九

0
ト
ン
以
下
)

の
通
漁
船
一
隻
を
収
容
す
る
も
の
と
し
て
区
分
さ
れ
、

各
入
江
は
く
じ
引
き
に
よ
っ
て
四
年
ご
と
に
異
っ
た
商
人
に
割
当
て
ら
れ
た
。
大
き
な
入
江
は
い
く
つ
か
の
部
分
に
分
割
し
て
く
じ
引
き

の
対
象
と
さ
れ
、
何
隻
か
の
通
漁
船
が
入
泊
し
た
。
こ
の
く
じ
で
割
当
ら
れ
た
入
江
以
外
で
は
、
ど
の
通
漁
船
も
一
切
入
泊
・
操
業
の
権



利
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
(
8
Z

ニ
ュ

l
フ
ァ
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
南
西
端
に
近
い
の
。
仏

B
可
湾
の
み
は
こ
の
統
制
の
枠
外
に
あ
り
、
サ
ン
ピ

エ
ー
ル
U

ミ
ク
ロ
ン
所
属
の
漁
船
が
常
に
利
用
し
た
。

で
は
割
当
漁
場
だ
け
で
十
分
な
漁
獲
を
え
ら
れ
ぬ
と
き
に
は
、
対

同

】

巾

片

山

仲

間

O
H仏

岸
の
ラ
ブ
ラ
ド
ル
沿
岸
へ
漁
舟
を
送
り
、
宮
吾
ロ

o
E
の
荒
廃
の
傾
向
か
ら
、
こ
の
出
漁
は
年
と
と
も
に
増
大
し
て
い
っ
た
。

通
漁
船
は
め
ざ
す
入
江
に
入
る
と
、
前
年
秋
に
留
置
し
た
漁
舟
・
建
物
な
ど
を
点
検
補
修
し
て
操
業
に
備
え
た
。
越
冬
者
は
一
人
も
残

せ
ぬ
た
め
舟
・
施
設
の
損
耗
は
甚
し
く
、
通
漁
船
は
船
拾
の
塩
の
中
に
船
材
等
を
積
込
ん
で
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
タ
ラ
の
漁
獲

一九世紀を中心としたフランス漁民の新大陸タラ通漁

に
は
一
部
曳
網
が
使
用
さ
れ
た
が
、
多
く
は
一
本
釣
で
あ
っ
た
。
漁
場
は
入
江
の
口
に
近
い
沿
岸
に
限
ら
れ
、
簡
単
な
帆
を
備
え
た
小
漁

舟
に
一
一
名
の
漁
夫
と
助
手
一
名
が
乗
っ
て
、

入
江
の
基
地
か
ら
日
々
出
漁
し
た
。

餌
料
に
は
ニ
シ
ン
・

2
匂

m-z・
イ
カ
が
季
節
の
推
移

に
従
っ
て
使
用
さ
れ
た
が
、
こ
の
採
捕
の
た
め
に
別
に
数
名
の
漁
夫
が
つ
ね
に
曳
網
に
従
事
し
た
。
釣
獲
し
た
タ
ラ
は
入
江
の
基
地
に
運

ば
れ
、
待
受
け
た
陸
上
要
員
l
主
と
し
て
デ
ッ
キ
ボ
l
イ
か
ら
な
る
ー
に
よ
っ
て
手
際
よ
く
解
体
処
理
さ
れ
、
大
桶
の
中
に
塩
漬
け
さ
れ

る
。
三
日
ほ
ど
後
、

タ
ラ
は
大
桶
か
ら
取
り
出
さ
れ
て
一
枚
一
枚
魚
干
棚
に
並
べ
て
二
、
三
日
間
天
日
で
乾
燥
さ
ぜ
、
終
る
と
魚
干
棚
の

一
隅
に
円
筒
状
に
積
み
上
げ
て
、

キ
ャ
ン
パ
ス
で
そ
の
上
を
お
お
っ
て
保
管
さ
れ
る
。
帰
国
の
日
が
近
づ
く
と
、
漁
季
中
に
干
製
し
た
タ

ラ
全
部
を
も
う
一
度
魚
干
棚
に
並
べ
て
天
日
に
曝
ら
す
。
こ
の
過
程
は
製
品
の
品
質
を
最
終
的
に
決
定
す
る
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
天
候

を
見
定
め
て
短
時
日
の
う
ち
に
干
し
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〈
9
3

良
質
の
塩
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

こ
の
よ
う
に
し
て

製
造
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
仏

q
g仏
は
一
般
に
上
質
で
知
ら
れ
る
が
、

と
り
わ
け
一
日
の
う
ち
に
干
し
上
げ
た
も
の
は
最
上
品
と
し
て

珍
重
さ
れ
る
。
乾
燥
中
雨
に
打
た
れ
る
こ
と
は
愚
か
、
霧
・
霜
に
も
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
た
。

ロO
『
仏

に
比
べ
れ
ば
重
要
性
は
な
お
低

グ
ラ
ン
ド
バ
ン
ク
を
漁
場
と
す
る
通
漁
船
は
こ
の
当
時
年
に
一

O
O隻
内
外
で
あ
り
、
同
】
刊
号

67 

か
っ
た
。
な
か
に
は
母
国
と
の
聞
を
年
に
二
航
海
す
る
通
漁
船
も
あ
っ
た
が
、
多
く
は
一
航
海
で
あ
り
、
船
上
で
タ
ラ
を
解
体
処
理
し
て
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船
槍
に
塩
漬
け
し
、
満
船
す
る
と
サ
ン
ピ
ェ

l
ル
に
陸
揚
げ
し
て
天
日
乾
燥
し
た
。
こ
の
間
乗
組
漁
夫
の
多
く
は
小
舟
で
沿
岸
に
操
業

L
、
乾
燥
に
よ
っ
て
重
量
・
嵩
と
も
に
減
少
す
る
積
荷
の
タ
ラ
を
補
充
し
た
。
時
に
満
船
で
き
な
か
っ
た
通
漁
船
は
サ
ン
ピ
ェ

l
ル
に
タ

ラ
を
陸
揚
げ
し
た
の
ち
再
び
パ
ン
ク
上
に
操
業
し
、

漁
獲
し
た
タ
ラ
は
船
槍
に
塩
漬
け
し
た
ま
ま
母
国
に
積
み
帰
っ
た
臼
〉
O

こ
の
よ
う

に
、
漁
獲
後
相
当
長
期
間
塩
漬
け
に
し
た
の
ち
乾
燥
し
た
タ
ラ
は
、

者
E
n
o
仏
ま
た
は

m
g叩
ロ
円
。
仏
と
よ
ば
れ
、
円
同
門
司
円
。
【
同
一
に
比
べ
て

や
や
品
質
が
劣
る
と
み
な
さ
れ
た
百
三
グ
ラ
ン
ド
パ
ン
ク
へ
通
漁
船
を
送
出
し
た
港
は
司
2
X
ロ
。
丘
ほ
ど
集
中
を
示
さ
な
か
っ
た
と
い

わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
も
グ
ラ
ン
ヴ
ィ

l
ユ
・
サ
ン
マ
ロ
・
サ
ン
ス
ル
パ
ン
・
パ
ン
パ
ル
・
ピ
ニ
な
ど
い
わ
ゆ
る
タ
ラ
海
岸
〈
苦
が
明
ら
か

に
優
位
を
示
し
た
。

当
時
の
通
漁
船
は
一
四
二
ト
ン
H

漁
夫
三

O
人
以
上
、
九

0
ト
ン

I
漁
夫
二
五
人
以
上
、
そ
れ
以
下
の
三
階
級
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、

だ
い
た
い
の
規
模
が
推
測
さ
れ
よ
う
。
も
っ
と
も
通
漁
船
の
大
型
化
は
漸
く
顕
著
で
あ
っ
て
、

一
九
三

0
年
代
に
は
一

0
0ト
ン
以
上
が

中
心
勢
力
と
な
り
、
三
五

0
ト
ン
の
大
型
船
さ
え
登
場
し
て
い
る
o

二、

一
九
世
紀
中
期
以
降
の
発
展

強
力
な
奨
励
金
政
策
が
フ
ラ
ン
ス
漁
民
の
新
大
陸
通
漁
を
ま
す
ま
す
刺
激
し
つ
つ
あ
っ
た
と
き
、

ARσ
巳
gd司
3

(
ゲ

2
-
B
H
)
と
よ
ば
れ

る
能
率
的
な
延
縄
漁
法
の
導
入
が
あ
っ
て
、
新
大
陸
の
タ
ラ
漁
業
は
一
一
層
の
発
展
を
遂
げ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
新
漁
法
は
主
に
グ
ラ
ン

ド
パ
ン
ク
上
に
発
展
し
、

通
漁
船
に
限

っ
て
み
て
も
、
通
漁
船
の
母
船
化
と
積
載
小
漁
舟
に
よ
る
洋
上
操
業
の
一
般
化
、
母
船
の
大
型
化
と
小
漁
舟
の
軽
舟
化
に
よ
る
そ
の
積
載

や
が
て
は
新
大
陸
諸
国
の
漁
民
に
も
伝
播
し
て
タ
ラ
漁
法
を
一
変
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
自
〉
O

数
な
ら
び
に
漁
夫
数
の
増
加
(
日
操
業
能
力
の
強
化
)
な
ど
を
と
も
な
い
、

さ
ら
に
大
型
化
に
よ
る
母
船
の
凌
波
性
・
積
荷
積
載
力
の
増



大
は
当
え
の
O
仏
の
製
造
と
結
び
つ
い
て
漁
季
中
の
数
カ
月
間
陸
上
の
基
地
に
全
く
依
存
す
る
こ
と
な
し
に
操
業
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら

し
め
た
。
も
っ
と
も
こ
の
推
移
に
は
延
縄
操
業
に
よ
る
漁
場
の
荒
廃
が
一
層
集
約
的
な
操
業
に
向
か
わ
せ
た
一
面
も
認
め
ら
れ
る
。

h
h
}
)

己

sd司
3

漁
法
の
漁
具
は
長
さ
半
マ
イ
ル

t
五
マ
イ
ル
の
丈
夫
な
幹
縄
(
ゲ
ロ
}
件
。
者
)
と
長
さ
一
・
五

i
二
フ
ィ
ー
ト
の
一
端
に
タ
ラ

鈎
の
結
ば
れ
た
枝
縄

(mgぬ
gm)
よ
り
な
る
。
こ
の
校
縄
を
ほ
ぼ
三
フ
ィ
ー
ト
間
隔
を
お
い
て
幹
縄
に
結
び
つ
け
、

鈎
に
餌
を
つ
け
て

こ
れ
を
海
底
に
は
え
て
適
当
な
時
開
放
置
し
て
お
く
。
海
底
に
放
置
す
る
時
聞
は
漁
場
の
豊
沃
さ
に
応
じ
て
異
な
り
、
二

1
三
時
間
か
ら

一九世紀を中心としたフランス漁民の新大陸タラ通漁

一
0
時
間
に
及
ぶ
。
海
中
の
延
縄
の
所
在
は
幹
細
に
つ
け
た
浮
標
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、

一
端
よ
り
幹
細
を
引
き
上
げ
て
鈎
に
か
か
っ
た
タ

ラ
を
と
り
込
む
。
相
当
の
漁
獲
が
あ
る
と
き
は
鈎
に
再
び
餌
を
つ
け
て
ほ
ぼ
同
じ
水
域
に
延
縄
を
は
え
る
。
こ
れ
ら
の
漁
按
作
業
は
す
べ

て
漁
舟
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
、

四
、
五
隻
の
漁
舟
し
か
塔
載
し
て
い
な
い
延
縄
初
期
の
通
漁
船
で
も
延
べ
五
、

0
0
0尋
の
延
縄
を
は
え

る
能
力
を
も
っ
た
0

フ
ラ
ン
ス
漁
民
は
母
船
の
周
囲
を
円
形
に
と
り
囲
む
よ
う
に
漁
舟
を
配
置
し
、
母
船
か
ら
放
射
状
に
延
縄
を
は
え
る

と
い
う
極
め
て
組
織
的
な
操
業
を
好
ん
で
実
行
し
た
立
)
O

新
大
陸
の
タ
ラ
漁
場
で
最
初
に
延
縄
を
導
入
し
た
の
は
ジ
ェ
ッ
プ
の
漁
民
で
あ
っ
た
自
)
O

一
八
三
二
年
、

ジ
ェ
ッ
プ
は
六

O
t
一
九

0
ト
ン
の
通
漁
船
約
二

O
隻
を
新
大
陸
に
送
っ
た
が
、

そ
の
漁
夫
達
は
各
人
一
一
一

O
t
一一二

O
鈎
の
つ
い
た
延
縄
一
五

i
二
O
条

を
操

り
、
毎
夕
延
縄
を
海
底
に
は
え
て
、
朝
こ
れ
を
引
き
上
げ
た
。
こ
れ
が
タ
ラ
延
縄
操
業
の
始
ま
り
で
あ
る
。
ジ
ェ
ッ
プ
漁
民
は
こ
の
漁
法

を
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
漁
夫
か
ら
習
得
し
た
と
い
わ
れ
る
(
凶
)
O

新
し
い
延
縄
漁
法
の
普
及
に
よ
っ
て
、
グ
ラ
ン
ド
パ
ン
ク
上
に
操
業
す
る
通
漁
船
は
い
っ
そ
う
活
況
を
み
せ
た
。

一
八
四

O
i五
O
年

頃
の
通
漁
船
数
を
一
不
す
資
料
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
が
、
当
時
パ
ン
ク
に
操
業
す
る
通
漁
船
の
前
進
基
地
で
あ
っ
た
サ
ン
ピ
ェ

i
ル
日
ミ
ク

69 

ロ
ン
か
ら
の
一
八
五

O
年
の
干
タ
ラ
輸
出
量
一

O
、

一
八
三

0
年
代
の
年
間
総
子
タ
ラ
製
造
高
一

O
、

ニ
九
一
ト
ン
は
、

六
一
三
一
一
ト
ン
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(
前
掲
二
四
・
五
万
キ
ン
タ
ル
を
一
キ
ン
タ
ル

I
四
五
・
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
換
算
)

に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
り
、
年
々
の
輸
出

量
の
割
合
か
ら
み
て
、
こ
の
年
の
総
千
タ
ラ
製
造
両
は
輸
出
量
約
一
万
ト
ン
の
一
・
五

l
二
倍
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、

八

五
O
年
前
後
に
は
パ
ン
ク
上
で
漁
獲
さ
れ
た
タ
ラ
の
ほ
と
ん
ど
は
サ
ン
ピ
ェ

l
ル
H

ミ
ク
ロ
ン
で
干
製
し
た
う
え
、

一
キ
ン
タ
ル
に
つ
き

一
一
フ
ラ
ン
の
奨
励
金
付
き
で
西
イ
ン
ド
諸
島
へ
輸
出
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
う
ち
三
分
の
こ
は
マ
ル
テ
ィ
ニ
ク
と
グ
ァ
ド
ル

l
プ
へ

向
け
ら
れ
た
(
臼
〉

O

一
八
八
六
年
の
サ
ン
ピ
ェ

l
ル
H
ミ
ク
ロ
ン
の
干
タ
ラ
輸
出
高
は
四
六
、
二
四

0
ト
ン
と
一
八
五

O
年
に
比
べ
て
四
・
五
倍
の
増
加
を

一
不
す
。
ま
た
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
仏

q
g仏
は
一
八
五

O
年
の
八
、
三

O
五
ト
ン
か
ら
八
六
年
の
一
一
、

一
九
八
ト
ン
へ
と
一
・
三
倍

余
の
増
加
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
者
四
件
口
O
門
戸
は
二
、

O
八
五
ト
ン
か
ら
三
五
、

O
四
二
ト
ン
へ
と
一
七
倍
余
の
著
増
を
み
せ
た
。
こ
れ
を

各
年
輸
出
高
に
占
め
る
構
成
比
で
一
不
す
と
、

r
U
1
8仏
は
七
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二
四
・
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
へ
、
当
2
8仏
は
二

0
・

三
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
七
五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
へ
と
、
両
者
の
地
位
の
逆
転
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
ヨ

2

8円
四
の
著
増
は

Eσ
己
5
4司

3

漁
法
発
展
の
直
接
の
帰
結
で
あ
る
と
み
な
し
て
よ
い
。
洋
上
に
仮
泊
す
る
母
船
よ
り
の
操
業
は
、
母
船
々
鎗
が
タ
ラ
で
満
た
さ
れ
る
ま

で
、
相
当
長
期
の
塩
漬
け
を
不
可
避
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

組
織
的
な
延
縄
漁
菜
の
普
及
は
新
大
陸
の
漁
場
を
急
速
に
荒
廃
に
向
か
わ
せ
た
と
い
わ
れ
、

フ
ラ
ン
ス
通
漁
船
は
伝
統
の
漁
場
グ
ラ
ン

ド
パ
ン
ク
を
捻
て
、
遠
隔
の
パ
ン
ク
へ
向
か
っ
た
。
パ
ン
ク
群
の
西
縁
に
位
置
す
る
ケ
ロ

l
パ
ン
ク
、

サ
ー
ブ
ル
島
パ
ン
ク
は
一
八
五

O

年
代
に
フ
ラ
ン
ス
通
漁
船
が
進
出
し
、

ア
メ
リ
カ
船
と
と
も
に
数
年
の
う
ち
に
延
縄
漁
法
に
よ
っ
て
タ
ラ
を
と
り
尽
し
た
と
い
わ
れ
る
。

ニュ

l
フ
ァ
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
沖
合
に
も
、
明
日
ロ
ロ

r
ω
5
5
の
入
江
に
は
入
泊
せ
ず
、
洋
上
に
仮
泊
し
て
延
縄
を
営
む
フ
ラ
ン
ス
通
漁
船

が
増
加
し
、

一
八
五
二
年
に
は
そ
の
数
約
一

oυ
隻
に
の
ぼ
っ
た
υ

こ
れ
ら
の
延
細
に
よ
る
迫
綿
船
は
春
サ
ン
ピ
ェ

l
ル
H

ミ
ク
ロ
ン
に



到
着
し
て
ま
ず
曳
網
に
よ
ゥ
て
ニ
シ
ン
を
採
捕
し
、
こ
れ
を
餌
に
パ
ン
ク
上
に
タ
ラ
を
求
め
て
出
漁
す
る
。
六
月
半
ば
に
は
サ
ン
ピ
ェ

l

ル
に
タ
ラ
を
陸
上
げ
し
、
次
の
出
漁
に
備
え
て

ロ
白

Hum--
ロ

を
採
捕
す
る
o

再
び
遠
隔
の
漁
場
に
散
っ
た
通
漁
船
は
九
月
に
入
る
と
ま
た

サ
ン
ピ
ェ

l
ル
に
タ
ラ
を
陸
上
げ
し
、
付
近
で
採
捕
し
た
イ
カ
を
餌
に
三
度
パ
ン
ク
上
に
出
漁
す
る
。
一

O
月
に
な
る
と
当
2

8仏
で
船

槍
を
充
し
た
通
漁
船
は
一
せ
い
に
母
港
へ
向
か
う
。
こ
れ
が
一
九
五

O
年
頃
の
延
継
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
通
漁
船
の
常
態
で
あ
っ
た
詰
)
O

延
縄
漁
業
が
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
た
一
九
世
紀
中
期
に
は
、
明
日
ロ
ロ
『

ω
r
o
B
の
通
漁
も
初
期
を
上
回
る
活
況
を
み
せ
た
。

)i、

一九世紀を中心としたフランス漁民の新大陸タラ通漁

五
二
年
に
の
唱
。
宮
・
同
orロ
ー
の
品
。

ω?
の叩
O
話
。
聞
に
入
泊
し
た
通
漁
船
は
一
五
九
隻
に
達
し
、
ラ
ブ
ラ
ド
ル
沿
岸
の
イ
ギ
リ
ス
領

海
へ
の
侵
漁
も
漁
舟
二

0
0隻
に
の
ぼ
り
、
吋
A
)

円
芯
白
戸
}
同
耐
え

ωミ
聞
の
漁
場
を
荒
廃
さ
せ
た
と
い
わ
れ
る
。
漁
業
従
事
者
の
総
数
は
一

万
一

O
心
。
人
と
も
、
沖
合
操
業
の
延
細
小
加
を
あ
わ
せ
て
一
万
四

0
0
0人
と
も
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
七

0
年
代
に
な
る
と
匂

2
5
7

ω
7
0
5
の
通
漁
は
衰
退
に
向
う
。
ニ
ュ

l
フ
ァ
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
住
民
の
漁
業
と
の
圧
乳
が
そ
の
原
因
で
あ
り
、
住
民
の
サ
ケ
漁
業
と
の

聞
に
問
題
は
以
前
か
ら
存
在
し
た
が
、
住
民
の
増
加
と
一
八
五
五
年
の
植
民
地
政
府
の
確
立
に
よ
る
住
民
の
権
利
擁
護
策
な
ど
か
ら
し
だ

い
に
顕
在
化
し
た
。

同
四
一
句
匂

-mw印
阿

国

宮

口

門

同

一
八
七
五
年
、

フ
ラ
ン
ス
通
漁
船
は
の
O
門町
O
M
刊
に
一
隻
、
司
。
ロ
門
日

w印

F
H
N
-
4
2

と

に
三
隻
、

H
M
C

巳

E
の
}
H
O

買
に
五
隻
、
日
・
』
orロィ

E
S仏
に
四
隻
、

四
隻
、
宮
-
K
F
E
r
oロ
可
に
一
一
一
隻
、
合
計
二

O
隻、

切
口
h
t
b

由。0
4
p

。2
5回目

--2四
回
印
可

w

の
印
刷
》
白
河
O
ロ
m
o
白
血
Hσo口
町
に

従
事
者
二
、

0
0
0余
人
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
。
一
八
八

O
年
に
な
る
と
ニ
ュ

l
フ

ア
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
北
岸
に
は
住
民
の
イ
セ
エ
ビ
漁
業
が
始
ま
り
、

八
二
年
以
降

3
2
ω
E
E
m
H印
w
z
g
m
r
2が

円

U
0
4白

w

ω同
・
切
由
同

-uo

に
躍
詰
工
場
が
建
設
さ
れ
て
、

フ
ラ
ン
ス
通
漁
船
の
活
躍
の
余
地
は
一
そ
う
せ
ば
め
ら
れ
て
い
っ
た

8
3

一
八
七

0
・{八

O
年
頃
は
フ
ラ
ン
ス
の
通
漁
が
一
つ
の
転
機
に
た
っ
た
と
い
え
よ
う
。
既
述
の
ご
と
く
、
切

HEn-戸
ω
r
o
g
の
通
漁
は
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一
八
七

O
年
頃
か
ら
よ
う
や
く
困
難
が
大
き
く
な
り
、
ま
た
、
延
細
漁
菜
も
一
八
八
七
年
の
ニ
ュ

l
フ
ァ
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
の
餌
料
規
制
法
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1880年代前半の通漁船，漁獲量，輸出量

(H.A.lnnis; The Cod Fisheries， p.378， p.383より作成)

|漁獲量| 量

1880年 147隻 23，588トン 160.4トン/隻

81 137 21，083 153.8 

82 156 23，824 152.7 25，419.7 I 8，673.2 

83 160 23，292 145.5 

84 178 28， 140 158.0 36，517.0 : 15，886.8 

85 174 28，281 162.5 53， 055. 8 I 19，606.2 

出輸船法:通

の
影
響
を
受
け
て
、
餌
料
入
手
難
に
直
面
し
、

そ
の
発
展
を
抑
止
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
翁
)
O

担

、-

の
頃
通
漁
船
に
は
四

0
0ト
ン
を
越
え
る
ス
ク
ー
ナ
ー
が
あ
ら
わ
れ
、
大
型
の
延
縄
通
漁
船
は
経

費
節
減
の
た
め
、
漁
季
中
サ
ン
ピ
ェ

l
ル
に
入
港
す
る
こ
と
な
く
操
業
す
る
も
の
が
増
え
た
。
ま

た
軽
漁
舟
ド
l
リ
ー
が
七
五
年
か
ら
延
縄
船
に
採
用
さ
れ
て
お
り
(
呂
、

」
の
頃
通
漁
船
は
技
術

的
に
も
極
致
に
達
し
た
と
考
え
ら
れ
る
o

一
八
八

0
年
代
前
半
の
通
漁
船
数
、
漁
獲
高
な
ど
は
上

表
に
示
す
ご
と
く
で
あ
る
o
m，
B
E
r
ω
r
o円
。
は
す
で
に
実
質
的
に
失
な
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
こ

の
表
に
示
さ
れ
た
も
の
は
す
べ
て
延
縄
通
漁
船
に
よ
る
も
の
と
み
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
世
紀
末
期
以
降
の
推
移

延
縄
は
一
時
に
多
数
の
鈎
を
駆
使
す
る
か
ら
大
量
の
餌
料
を
必
要
と
し
、
こ
れ
が
入
手
は
延
縄

発
展
の
当
初
か
ら
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
既
述
の
ご
と
く
フ
ラ
ン
ス
通
漁
船
は
自
ら
も
餌
料
を

採
捕
し
た
が
、

ほ
か
に
も
ニ
ナ
i
フ
ァ
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
南
岸
漁
民
か
ら
年
価
格
二
万
ポ
ン
ド
に
及

そ
れ
は
サ
ン
ピ
ェ

l
ル
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
通
漁
船
に
渡

ぶ
大
量
の
餌
料
を
供
給
さ
れ
た
宕
)
O

っ
た
が
、

フ
ォ

l
チ
ュ
ン
湾
・
プ
ラ
セ
ン
テ
ィ
ア
湾
な
ど
か
ら
漁
船
が
餌
料
を
直
接
運
ぶ
密
貿
易

で
あ
り
、
そ
れ
が
白
領
周
辺
海
域
か
ら
大
量
の
水
産
資
源
を
捕
獲
す
る
他
国
船
の
操
業
を
支
え
て

い
た
だ
け
に
、

ニュ

l
フ
ァ
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
政
府
は
自
治
権
獲
得
以
来
こ
の
取
締
り
に
重
大
な
関

心
を
示
し
た
。
外
国
船
へ
の
餌
料
供
給
を
一
切
禁
止
し
た
一
八
八
七
年
の
餌
料
規
制
法
は
そ
の
端



的
な
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
通
漁
船
は
塩
漬
ニ
シ
ン
ゲ
己
O
H
、
パ
ン
ク
産
の
軟
体
動
物
一

2
8
5
2
を
餌
料
に
加
え
て
新
事
態
に

対
応
す
る
が
、
こ
の
餌
料
規
制
法
が
通
漁
船
に
少
か
ら
ぬ
打
撃
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
断
片
的
資
料
な
が
ら
、
通
漁
船
数
、

サ
ン
ピ

エ
ー
ル
リ
ミ
ク
ロ
ン
よ
り
の
タ
ラ
輸
出
量
は
八
五

l
九
五
年
の
聞
と
も
に
漸
減
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
九
六
年
以
降
は
対
応
策
の
定
着

に
よ
っ
て
再
び
増
加
の
傾
向
を
示
し
、
ま
た
補
助
機
関
採
用
に
よ
っ
て
通
漁
船
数
は
二

O
世
紀
に
入
っ
て
二

O
O隻
を
越
え
、

こ
の
と
き
に
は
す
で
に
決
定
的
な
新
し
い
事
態
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

九

年
に
は
最
大
の
二
二

O
隻
に
達
し
た
が
、

づL世紀を中心としたフランス漁民の新大陸タラ通漁

一
八
九
八
年
の
フ
ラ
ン
ス
通
漁
船
は
一
七
七
隻
、
そ
の
母
港
別
内
訳
は
サ
ン
マ
ロ
五
八
隻
、

フ
ェ
カ
ン
五
三
隻
、
グ
ラ
ン
ヴ
ィ

l
ユ一一一

ピ
ニ
各
一
五
隻
、
そ
の
他
六
隻
で
あ
る

2
3
同
年
通
漁
船
一
七
一
隻
と
す
る
他
の
資
料
に
よ
れ
ば
、

従
事
漁
夫
数

O
隻、

カ
ン
カ
ル
、

一
O
五
人
、
漁
獲
高
二
九
、
九
三
三
ト
ン
、

九
三
四
万
フ
ラ
ン
余
と
い
う

2)O
な
お
、

こ
の
年
フ
ラ
ン
ス
の
総
漁
獲
金
額
九
、
八

五、一
六
万
フ
ラ
ン
の
う
ち
、
タ
ラ
漁
獲
金
額
は
一
、

五
O
八
万
フ
ラ
ン

(
一
五
・
四
%
)
を
占
め
て
魚
種
別
第
一
位
で
あ
り
、
漁
獲
量
で
も

イ
ワ
シ
五
六
、
六
六
九
ト
ン
に
つ
い
で
三
九
、
九
五
三
ト
ン
、
第
二
位
を
占
め
る
o

こ
の
タ
ラ
の
量
に
お
い
て
は
七
四
・
九
パ

l
セ
ン

金
額
で
は
六
一
・
九
%
が
新
大
陸
漁
場
で
漁
獲
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
(
告
、

サ
ン
ピ
ェ

l
ル
H
ミ
ク
ロ
ン
住
民
の
漁
獲
し
た
少
量
を

ト除
け
ば
、
す
べ
て
通
漁
船
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一
八
七

0
年
代
、

す
で
に
新
大
陸
最
初
の
オ
ッ
タ
i
ト
ロ
ー
ル
船
が
ニ
ュ

l
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
出
現
し
て
い
た
が
(
旬
、

一
九

O
四
年

フ
ラ
ン
ス
の
ト
ロ
ー
ル
船
が
パ
ン
ク
上
に
姿
を
み
せ

2
、

戦
時
を
除
い
て
着
実
な
増
加
を
示
す
。

船
数
の
増
加
に
も
ま
し
て
注
目
す
ベ

き
は
規
模
の
拡
大
で
あ
り
、

一
九

O
九
年
に
は
最
大
二

0
0ト
ン
で
あ
っ
た
も
の
が
、
す
で
に
二
六
年
に
は
二
、

0
0
0ト
ン
の
船
が
出

現
し
た
。
か
く
て
サ
ン
マ
ロ
船
の
例
で
は
ス
ク
ー
ナ
ー
一
隻
の
平
均
漁
獲
高
五
、

0
0
0キ
ン
タ
ル
に
対
し
、

ト
ロ
ー
ル
船
の
そ
れ
は
一

73 

八、

0
0
0キ
ン
タ
ル
に
達
し
た

8
3
勝
敗
の
行
方
は
明
か
で
あ
り
、

一
九
一
四
年
以
降
曲
折
を
み
せ
な
が
ら
も
ス
ク
ー
ナ
ー
は
し
だ
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い
に
減
少
し
、

フ
ラ
ン
ス
通
漁
船
は
今
次
大
戦
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
け
だ
し
、
周
年
出
漁
を
繰
り
返
す
ト
ロ
ー
ル

船
の
場
合
は
季
節
的
な
通
漁
と
は
出
漁
形
態
が
異
な
り
、
操
業
・
経
営
・
漁
夫
雇
傭
な
ど
の
点
で
も
大
き
く
お
も
む
き
を
異
に
す
る
か
ら

で
あ
る
。

一
九
二
五
年
、

サ
ン
マ
ロ
と
サ
ン
ス
ル
ヴ
ァ
ン
あ
わ
せ
て
八
六
隻
、

フ
ュ
カ
ン
一
六
隻
、
グ
ラ
ン
ヴ
ィ

l
ユ
九
隻
、

サ
ン
ブ
リ

ユ
y
l

、
ピ
ニ
各
一
隻
の
通
漁
船
を
送
り
出
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
港
が
最
後
ま
で
通
漁
船
の
母
港
と
な
っ
た
。

な
お
、
司
同
町
ロ
ロ
「

ω
r
o
z
は
一
九

O
四
年
四
月
八
日
、

一
三
七
万
五
、

0
0
0
フ
ラ
ン
を
賠
償
と
し
て
永
久
に
消
滅
し
た
。

一
八
八
七

年
、
八
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
軍
艦
に
よ
る
現
地
住
民
の
施
設
破
壊
、

フ
ラ
ン
ス
人
経
営
の
イ
セ
エ
ビ
耀
詰
工
場
に
よ
る
対
抗
も
、
増
大
す
る

住
民
と
ニ
ュ

l
フ
プ
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
政
府
の
熱
心
な
復
権
運
動
の
ま
え
に
空
し
か
っ
た
の
で
あ
る

8)O

四
、
漁
夫
の
雇
傭
な
ど
に
つ
い
て

資
料
は
極
め
て
限
ら
れ
る
が
、
漁
夫
の
雇
傭
を
中
心
に
経
営
に
関
す
る
若
干
の
問
題
を
補
遺
的
に
メ
モ
し
て
結
び
に
か
え
る
こ
と
と
し

n-
、。

中
j

、Uす
で
に
指
摘
し
た
ご
と
く
、

一
九
世
紀
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
通
漁
の
発
展
は
強
力
な
奨
励
金
政
策
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

既
述
の
出
漁
漁
夫
に
関
す
る
奨
励
金
は
漁
夫
個
人
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
通
漁
船
の
船
主
に
蟻
装
資
金
と
し
て
与
え
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

一
八
五
一
年
の
改
正
(
旬
以
後
九
四
年
ま
で
の
聞
に
政
府
よ
り
与
え
ら
れ
た
年
々
の
蟻
装
資
金
は
最
高
七
二
・
三
万
フ
ラ
ン

(
五
九
年
)
、

最
低
四
六
・
六
万
フ
ラ
ン
の
間
に
あ
っ
た
。
漁
場
よ
り
直
接
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
に
輸
出
さ
れ
た
干
タ
ラ
に
対
す
る
奨
励
金

は
、
最
高
二
九
二
・
二
万
フ
ラ
ン

(
五
八
年
)
、

最
低
三
八
・
六
万
フ
ラ
ン

(
七
八
年
)

で
あ
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
向
け
輸
出
に
対
す

る
奨
励
金
は
、
最
高
二
八
四
・
五
万
フ
ラ
ン

(
八
七
年
)
、
最
低
二

0
・
二
万
フ
ラ
ン

(
六
八
年
)

で
あ
っ
た
。

」
れ
ら
の
奨
励
金
が
い



か
に
手
厚
い
も
の
で
あ
っ
た
か
推
測
で
き
よ
う
ひ
フ
ラ
ン
ス
の
通
漁
が
私
企
業
の
問
題
で
は
な
く
、
政
府
の
事
業
で
あ
る
と
い
う
イ
ギ
リ

ス
調
査
官
の
指
摘
も
肯
け
よ
う
。
こ
の
奨
励
金
を
武
器
に
フ
ラ
ン
ス
の
干
タ
ラ
は
ニ
ュ

l
フ
ァ
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
、

ノ
、
ヴ
ァ
ス
コ
チ
ア
な
ど

と
の
輸
出
競
争
に
勝
利
を
お
さ
め
た
の
で
あ
る
。

通
漁
船
を
蟻
装
し
た
当
時
の
大
船
主
た
ち
は
、
グ
ラ
ン
ヴ
ィ

l
ュ、

サ
ン
ス
ル
ヴ
ァ
ン
に
二
、

d
h

レ

i
v
s
h

，J 

モ

レ

、

サ
ン
マ
ロ
に
各
四
、

H
F
I』
、

パ
ヨ
ン
ヌ
に
各
一
お
り
、

い
ず
れ
も
干
タ
ラ
貿
易
に
従
事
す
る
商
人
で
あ
っ
た
日
)
O

後
二
者
は
通
漁
船
の
母
港
と
し
て
は
重
要

一九世紀を中心としたフランス漁民の新大陸タラ通漁

で
な
か
っ
た
が
、
金
融
・
貿
易
面
で
早
く
か
ら
通
漁
に
深
く
関
係
し
て
い
た
。
と
く
に
ボ
ル
ド
ー
は
当
Z
n
o仏

の
乾
燥
の
中
心
と
し
て
、

ま
た
地
中
海
諸
国
向
け
干
タ
ラ
の
再
輸
出
地
と
し
て
、
延
縄
漁
業
の
発
展
と
と
も
に
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
市

場
に
近
い
地
理
的
位
置
と
乾
燥
に
適
し
た
気
候
な
ど
が
発
展
の
要
因
で
あ
り
、

フ
ラ
ン
ス
に
積
み
帰
ら
れ
た
当
2

8
仏
陸
揚
げ
の
大
半

は
ボ
ル
ド
ー
に
集
中
し
た
。
通
漁
船
の
母
港
が
集
中
す
る
ブ
ル
タ
l
ニ
ュ
北
岸
は
フ
ラ
ン
ス
の
通
漁
史
を
通
じ
て
最
も
重
要
な
漁
夫
供
給

地
で
あ
り
、

一
九
世
紀
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
厳
し
い
北
大
西
洋
で
の
操
業
は
す
べ
て
漁
掛
長
(
船
長
を
兼
ね
る
と
き
が
多
い
)

の
統
率
下
に
あ
り
、
危
急
時
に
は
そ
の
判
断
に
生
死
が
か
か
っ
て
い
る
か
ら
、
漁
掛
長
と
漁
夫
た
ち
の
繋
り
は
極
め
て
強
い
。
通
漁
船
は

毎
漁
季
乗
組
み
漁
夫
の
主
要
メ
ン
バ
ー
は
変
ら
な
い
と
い
わ
れ
る
が
、
恐
ら
く
は
わ
が
国
に
み
ら
れ
る
船
頭
制
の
ご
と
く
漁
掛
長

(
U船

こ
れ
が
新
陳
代
謝
し
な
が
ら
年
々
通
漁
を
繰
り
返
し
た
の
で
あ
ろ
う

(80
漁
場
に
お
も
む
か
な

頭

と
繋
る
一
定
の
漁
夫
群
が
あ
り
、

い
船
主
は
漁
掛
長
を
通
じ
て
漁
船
を
掌
握
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
個
々
の
漁
夫
雇
傭
に
当
っ
て
、
採
否
の
決
定
は

漁
按
長
の
権
限
で
あ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
の
当
時
、
三
本
マ
ス
ト
の
二
一

o
o
l四
二
五
ト
ン
の
ス
ク
ー
ナ
ー
船
で
平
均
乗
組
員
三

O

名
を
要
し
、
船
長
・
漁
拶
長
の
ほ
か
、
副
船
長
(
タ
ラ
解
体
作
業
の
指
揮
者
)
、

塩
漬
親
方
各
一
名
、

延
縄
漁
夫
二
四
名
(
ド

1
リ
l
一

75 

隻
に
二
人
乗
り
)
、

ボ
ー
イ
ま
た
は
水
夫
見
習
二

l
三
名
と
い
う
の
が
標
準
的
な
構
成
で
あ
っ
た
缶
百
な
お
、

末
期
に
こ
の
規
模
の
通
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漁
船
で
ド
l
リ
l

一
八
隻
を
塔
載
し
て
お
り
、
う
ち
六
隻
は
予
備
舟
で
あ
り
、
実
際
に
出
漁
す
る
一
一
一
隻
の
う
ち
タ
ラ
釣
専
門
は
一

O

隻
、
二
隻
は
餌
料
採
捕
を
主
と
し
た
。

さ
て
、
漁
夫
雇
傭
の
契
約
に
二
法
あ
り
、

一
は
「
三
分
の
一
収
得
法
」
、
他
は
「
五
分
の
一
収
得
法
」

と
い
う
。
前
者
は
総
漁
獲
売
上

金
額
か
ら
餌
料
魚
採
捕
の
た
め
の
餌
料
代
・
漁
具
代
と
乗
組
重
役
に
与
え
る
謝
金
、
漁
獲
物
売
却
の
手
数
料
を
差
引
き
、
残
額
の
三
分
の

一
を
乗
組
漁
夫
全
員
の
取
り
分
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
乗
組
漁
夫
問
に
配
分
す
る
に
は
、
ま
ず
ド
l
リ
l
艇
長
の
取
り
分
若
干
を

差
引
き
、
残
り
を
三
六
等
分
す
る
o

船
長
二
人
分
、
副
船
長
一
人
分
、
塩
漬
親
方

0
・
五
人
分
な
ど
の
増
加
分
が
あ
り
、
実
際
の
乗
組
員

数三一

O
名
に
六
名
の
増
加
分
が
加
わ
っ
て
、
三
六
名
で
頭
割
り
す
る
わ
け
で
あ
る
。
船
長
・
副
船
長
・
塩
漬
親
方
な
ど
重
役
に
は
こ
の
ほ

か
に
も
一
定
の
謝
金
と
肝
油
の
現
物
給
与
が
あ
る
o

後
者
は
総
売
上
金
額
よ
り
前
記
費
用
の
ほ
か
塩
代
・
船
長
謝
金
な
ど
を
差
引
き
、
残

額
の
五
分
の
一
を
乗
組
漁
夫
取
り
分
と
し
て
、
こ
れ
を
三
四
人
と
四
分
の
一
に
頭
割
り
す
る
o

こ
の
場
合
、
前
者
に
比
べ
て
船
長
・
副
船

長
の
増
加
分
は
少
な
い
。
船
長
・
副
船
長
な
ど
重
役
に
は
別
に
一
定
の
金
額
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
前
者
と
同
様
で
あ
る
o

「
一
二
分
の
一

法
」
は
古
来
通
漁
の
慣
習
と
し
て
行
な
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

「
五
分
の
一
法
」
は
後
の
延
縄
漁
法
の
発
展
に
よ
る
船
主
の
負
担
増

を
補
う
方
法
と
し
て
新
た
に
考
案
さ
れ
た
と
い
う
缶
百

い
ず
れ
の
場
合
も
、

わ
が
国
の
漁
業
者
中
に
広
く
認
め
ら
れ
る
利
益
配
分
方
法

日
大
仲
経
費
を
差
引
い
た
残
額
を
船
主
と
乗
組
漁
夫
と
が
一
定
の
比
率
で
分
け
、
漁
夫
取
り
分
の
配
分
に
は
増
代
を
と
も
な
う
代
分
け
が

行
な
わ
れ
る
U

に
余
り
に
も
酷
似
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
ほ
か
に
も
優
秀
漁
夫
を
獲
得
す
る
た
め
に
船
主
が
酒
代
同
様
の
金
を
贈

与
し
た
り
、
雇
一
傭
契
約
を
終
れ
ば
船
主
は
乗
組
漁
夫
に
前
貸
金
を
与
え
、
後
日
の
配
分
労
賃
よ
り
差
引
く
な
ど
、
そ
の
類
似
は
驚
く
ほ
ど

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
前
近
代
的
な
契
約
関
係
に
ま
つ
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
利
益
配
分
法
の
類
似
は
何
に
ね
ざ
す
も
の
か
、
な
お
後
考

を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。



最
後
に
E

サ
ン
マ
ロ
の
通
漁
船
漁
夫
傭
入
れ
市
の
状
況
(
お
)
に
触
れ
て
筆
を
お
く
。

旧
慣
に
よ
っ
て
毎
年
十
二
月
の
第
一
月
曜
日
に
市
が

開
設
さ
れ
、
そ
の
前
後
に
は
遠
近
の
村
々
か
ら
多
数
の
壮
丁
が
参
集
す
る
。
翌
春
の
通
漁
船
に
乗
込
む
べ
く
集
ま
っ
た
連
中
は
大
き
く
具

質
の
一
ニ
群
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
群
は
沿
岸
の
漁
夫
た
ち
で
数
は
最
も
少
な
い
が
、
荒
波
に
耐
え
る
真
の
航
海
者
で
あ
り
、
特

異
な
毛
の
帽
子
・
シ
ャ
ツ
を
身
に
ま
と
う
。
彼
ら
は
前
渡
金
を
手
に
す
る
と
美
衣
美
食
を
妻
に
購
い
、
と
も
に
愉
悦
の
日
を
送
っ
て
別
離

に
備
え
る
o

第
二
群
は
半
農
・
半
漁
を
生
業
と
す
る
も
の
で
そ
の
数
最
も
多
く
、
凶
作
の
年
に
は
特
に
多
い
。
彼
ら
は
農
夫
の
組
服
を
着

ー九世紀を中心としたフランス漁民の新大陸タラ通漁

て
、
積
・
馬
・
豚
な
ど
を
と
も
な
い
き
た
る
。
妻
は
夫
の
契
約
中
に
家
畜
を
売
り
、
子
豚
を
求
め
て
帰
る
。
第
三
群
は
血
気
さ
か
ん
な
壮

丁
で
あ
り
、
航
海
者
た
ら
ん
と
農
を
捨
て
進
ん
で
漁
業
者
の
訓
練
を
受
け
て
い
る
も
の
た
ち
で
あ
る
o

彼
ら
は
契
約
を
終
れ
ば
遊
楽
を
こ

と
と
し
、
放
逸
に
耽
り
、
無
頼
に
流
れ
る
o

人
出
を
め
あ
て
に
多
数
の
商
人
が
露
天
に
雑
多
な
品
を
並
べ
、
蹄
鉄
工
が
俳
個
し
て
売
買
契

約
の
す
ん
だ
馬
の
蹄
鉄
な
ど
を
は
ず
し
て
小
銭
に
稼
ぐ
。
な
お
、
こ
の
市
の
奇
習
と
し
て
売
り
に
出
た
牛
の
乳
を
搾
る
権
利
が
貧
民
に
与

え
ら
れ
る
。
開
市
の
二
目
前
か
ら
売
主
は
牛
を
貧
民
に
預
け
、
搾
乳
に
よ
っ
て
良
牛
た
る
を
知
ら
し
め
買
手
を
募
る
。
往
々
に
し
て
貧
民

は
入
れ
る
に
容
器
な
く
、
自
ら
乳
を
飲
ん
で
、
な
お
地
上
に
捨
て
る
と
い
う
。
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